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【表1】 
食 料 問 題  
環 境 問 題  
農業への従事、自給的栽培の推
進、地産地消や国産農産物の消
費など、食料自給率の向上のた
めの行動を促すこと、及び持続
可能なライフスタイルの構築。 
農業経営の担い手の育成。 
農業のよさを理解するための体
験的な学習。 
就農することを目的とした実
践的な学習。 
農業をとりまく環境問題や食料
問題の学習により、食料生産の
増進、自給の必要性を喚起する
内容が中心。 
農業の生産基盤を整備するた
めの環境の学習、マーケティ
ングなど販売のための学習が
中心。 
全ての学習者。特に義務教育中
の小中学生。 
農業に関心を持ち、あるいは
就農等の希望を持つ、高校生
以上の生徒、学生、社会人。 
小規模栽培  
中規模栽培  
農 家 体 験  
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